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科
目
名

精神保健福祉の原理

単 位 数 学年配当 開講期間 担　当　教　員

4 2 通年開講 青木　聖久

テーマ

精神障害者へのかかわりについて、先人の精神医学ソーシャルワーカー（MHSW）たちが構築してきた固有の価値を学
び、精神保健福祉士の固有性を理解して職業的アイディンティティの基礎を築く

科目のねらい

＜キーワード＞
障害者福祉　　精神障害者
精神保健福祉士　　倫理綱領
生活支援

＜内容の要約＞
①「障害者」に対する思想や障害者の社会的立場の変遷から、障害者福祉の基本的枠組み（理念・視点・関係性）につ
いて理解する。 ②精神保健福祉士が対象とする「精神障害者」の定義とその障害特性を構造的に理解するとともに、精
神障害者の生活実態について学ぶ。 ③精神疾患や精神障害をもつ当事者の社会的立場や処遇内容の変遷をふま
え、それに対する問題意識をもつ価値観を体得する。 ④精神障害者へのかかわりについて、精神医学ソーシャルワー
カーが構築してきた固有の価値を学び、精神保健福祉士の存在意義を理解して職業的アイディンティティの基礎を築く。
⑤現在の精神保健福祉士の基本的枠組み（理念・視点・関係性）と倫理綱領に基づく職責について理解する。 ⑥精神
保健福祉士を規定する法律と倫理綱領を把握し、求められる機能や役割を理解する。 ⑦近年の精神保健福祉の動向
をふまえ、精神保健福祉士の職域と業務特性を理解する。 ●精神科を持つ病院や福祉施設で精神保健福祉士として
勤務した経験のある教員が、精神保健福祉に関する講義を行なう。

＜学習目標＞
精神保健福祉士の役割と意義について説明できる
精神保健福祉士がおこなう相談援助の対象と相談援助の概要について説明できる
精神障害者の相談援助に係る専門職の概念と範囲について説明できる
人の尊厳を尊重し、行動することができる

授業のながれ

精神保健福祉における支援対象と精神保健福祉士
障害の捉え方と障害者福祉の歩み
障害者福祉の進展
精神障害者福祉の歴史的展開
制度における「精神障害者」の定義
国際生活機能分類と精神障害
精神障害の「障害特性」
精神障害の理解と支援にかかわる新たな潮流①
精神障害の理解と支援にかかわる新たな潮流②
精神障害者の排除と障壁をめぐる歴史と構造／諸外国における排除の歴史とその後の展開①
精神障害者の排除と障壁をめぐる歴史と構造／諸外国における排除の歴史とその後の展開②
精神障害者の排除と障壁をめぐる歴史と構造／日本における排除の歴史と構造①
精神障害者の排除と障壁をめぐる歴史と構造／日本における排除の歴史と構造①
精神障害者の排除と障壁をめぐる歴史と構造／日本の社会的障壁をめぐる課題とその克服への取り組み①
精神障害者の排除と障壁をめぐる歴史と構造／日本の社会的障壁をめぐる課題とその克服への取り組み②
精神科医療による生活への影響
精神障害者の家族が置かれている状況
精神障害者の社会生活の実際
メンタルヘルスをめぐる新たな課題①
メンタルヘルスをめぐる新たな課題②
精神保健福祉の原理が培われた足跡・過程
精神保健福祉士による実践の価値・原理
精神保健福祉士による実践の視野や視点①
精神保健福祉士による実践の視野や視点②
援助における関係性
精神保健福祉士の理解
精神保健福祉士の職業倫理
精神保健福祉士の業務特性と業務指針
精神保健福祉士の職場・職域
精神保健福祉士の業務内容とその特性

準備学習の内容・学ぶ上での注意
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教材内には確認テスト、小テストが設けられている。小テストは、80％以上の正答率で合格となる。 各講の確認テスト
は、科目修了試験の出題範囲とする。

事前事後 学習内容 時間数

事前 推薦図書をはじめとした関連分野の書籍を読む 10

事後 小テスト、確認テストに複数回取り組む 8

事後 興味をもった講に関して、ソーシャルワーカーの実践記録を読む 10

本科目の関連科目

「精神障害者支援論」「精神障碍者と福祉実践Ⅰ」「精神障碍者と福祉実践Ⅱ」「精神・発達障害者の理解と共働」「ア
ディクションとソーシャルワーク」「発達精神病理学」「認知症の医療とケア」

成績評価の方法

期末試験（筆記・Web・レポート・最終授業内） 100％

授業内でのレポート・課題等 0％

その他  0％

（1） すべての小テスト（添削課題）に合格後に受験する科目修了試験により合格を判定する。 （2） 評価基準は、A
（100～80点）、B(79～70点)、C（69～60点）を合格、D（59点以下）を不合格とする。

テキスト

□テキストを使用する
■レジュメを使用する
□未定 （最初の授業で指示する）
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